












































































環境教育の現状と ESD の課題 1）
対馬市には、「ツシマヤマネコ」という固有種が生息している。ツシマヤ



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































１）2014 年 8 月 6～ 11 日および 11 月 28・29 日に対馬市の関係諸団体
を訪問し、聞き取り調査を行った。
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